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鉱物資源の輸出により，GDP 成長率が 2011 年は
17.5 ％に上り，2012 年も 10 ％以上が確実で，急
速に経済成長している。しかし 1 人当たりの





























社のうち消費関連製造業が 10 社で最多（37 ％），
次いで建設・不動産業が 5 社（18.5 ％），卸売・
小売業の 3 社（11.1 ％）が次ぐ。前回調査を行っ
たインドネシア企業は，消費関連製造業，卸売・
小売業，情報メディア業が各 2 社（13.3 ％）で最
多，同様にベトナム企業は消費関連製造業と金
融・保険業が各 3 社（30.0 ％）で最多となってお
り，構成比は 3 か国とも異なっている（図 1）。
2.	 企業規模（従業員数）
　モンゴル企業は 299 人以下の企業が 60.9 ％を
占め，比較的小規模な企業が多い。インドネシア
企業も同様に 299 人以下の企業が 80.0 ％を占め，
比較的小規模な企業が多い。逆に，ベトナム企業




以上前が最多（43.5 ％）で，5 年以内と 10 年以
上 15 年未満が次ぐ（21.7 ％）。これはベトナム企
業と類似している（15 年以上前が 44.4 ％で最多，
5 年以内が 22.2 ％で次ぐ）。15 年以上前が 53.8 ％
で最多で，5 年以内は 15.4 ％で 3 番目となってい
たインドネシア企業よりも，モンゴルの方が設立
が新しい企業が多い（図 3）。





















































































































































6.	 採用方法について（「全くない」を 0 点，
「あまりない」を 1 点，「どちらかというと











7.	 コア人材の選抜要件（選択肢 11，うち 3
つ回答）
　モンゴル企業での選抜要件の上位は，1 位実行
力（ 20.9 ％），2 位 専 門 性（ 16.5 ％），3 位 人 柄
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9.	 コア人材の決定時期（選択肢 5，うち 1 つ
回答）
　モンゴル企業でのコア人材の決定時期は，最も
多いのが入社時（36.0 ％），次いで入社後 1 年以
内（28.0 ％）でこの 2 つを合計すると 64.0 ％で
ある。以下，入社後 1 ～ 3 年（24.0 ％），入社後


































































7.2 16.5 20.9 13.7 9.4 10.15 9.4
7.4 18.1 13.3 10.5 6.7 14.3 14.3 9.5
11.9 11.9 10.2 8.5 15.3 8.5 13.6 8.5
図 7　現地企業のコア人材の選抜要件













































なかった（12.5 ％）。今後はパターン 1 は変わら
ず，パターン 2 がやや増加し（41.7 ％），パター
ン 3 が減少する（8.3 ％）。これまでと今後で数字
的にはほとんど変わらないが，これまでのパター
ン 1 の半数（6 社）は今後はパターン 2 に変わり，






















これまで 1 2 3
































































































ある。外的報酬が 1 位～ 3 位を占め，内的報酬は





で 2 位の 2.57 ポイントを超える施策が 4 つある







を 0 点，「やや違う」を 1 点，「まあそう
だ」を 2 点，「そのとおり」を 3 点とし，
回答企業の平均をとった）
　選択肢の 1 番～ 5 番まではプラス評価に関する
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（単位名：ポイント）
世の中の変化









































































































各 1 社で，企業規模は 299 人以下の比較的小規模
な企業が 4 社，300 人以上の比較的大規模な企業























































　コア人材の選抜の時期は，入社時 2 社，1 年以


































2008 年 3 月
株式会社
4 人
50 人（内ホワイトカラー 15 人）
ウランバートルだけでは 20 人
アパート，病院，学校等の建築




50 人（内ホワイトカラー 10 人）
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表 2　モンゴル現地企業ヒアリング調査結果の概要

































































































































































































術職が銀行を除く 5 社，営業職が 3 社，開発・設















が 6 社，報奨金・奨励金制度が 4 社，福利厚生の
充実，給与・賞与の反映幅の拡大，昇進・昇格の




























































































―コア人材を中心に」『和光経済』第 37 巻第 2 号，2005 年。
［11］鈴木岩行・張喬森・黄八洙・尤艶輝「中国における外資系
企業のコア人材育成」『和光経済』第 37 巻第 3 号，2005 年。
［12］鈴木岩行・張英莉「在中国日系企業における中国人ホワイ




































































































設立年月：2008 年 3 月
企業形態：株式会社
































































設立年月：1999 年 3 月
企業形態：株式会社
従業員数：従業員数 50 人（常勤のみ，ホワイト
カラー＝内勤 10 人，ブルーカラー＝技能職 40 人）。
季節労働者を入れると 300 ～ 500 人以上になる。
































































設立年月：1995 年 12 月
企業形態：有限会社
従業員数：従業員数 160 人（内ホワイトカラー












































































































































　同行の人事部長に対して 2013 年 8 月 8 日にヒ
アリングを行った。同行は貸付金が資本金を上回

























































2013 年 9 月 28 日　受稿⎞
⎝2013 年 10 月 4 日　受理⎠
